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・令和３年度府中市一般会計補正予算(第４号)について（歳入歳出総額309万1千円を追加し、歳入歳出それぞれ230億2,081万8千円とする。新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金）

・専決処分の承認を求めることについて（歳入歳出総額7,054万5千円を追加し、歳入歳出それぞれ229億5,533万5千円とする。高齢者等の為の移動支援チケット配布事業）

・i-coreFUCHU（いこーれふちゅう）の設置及び管理条例の制定について（賑わいの創出を図り情報発信の機能を有する複合施設）

・（仮称）上下地域包括ケア拠点施設改修工事請負契約の締結について（旧三玉医院の改修工事）

・府中市予防接種健康被害調査委員会条例の制定について

原案
可決

原案
可決

承認

原案
可決

原案
可決

原案
可決

・令和３年度府中市一般会計補正予算(第３号)について（歳入歳出総額6,239万2千円を追加し、歳入歳出それぞれ230億1,772万7千円とする。）

6月定例議会は、6月１４日から6月２９日まで１６日間開き、議案１３件、報告７件、審議、議決しました。

令和３年度府中市一般会計補正予算令和３年度府中市一般会計補正予算等等を可決！を可決！
主 な 議 案

６月議会

高校生と議員との高校生と議員との
意見交換会意見交換会

― 地域の活性化をともに考える場に ―

　７月13日（火）に市役所会議室で府中高校２年生
生徒９名と市議会議員による意見交換を行いました。
　３班に分かれてのグループ討議のあと、全体協議を
行い、少子高齢化や過疎化対策をテーマに意見が交わ
され、有意義な会となりました。



　
　

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

近
年
、
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
サ
ル
等
）
被
害
が
増
え
て
い

る
。
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
大
型
動
物
用
の
箱
わ
な
は
、
現
在
60
基
余

り
。
毎
年
10
基
程
度
増
や
す
計
画
で
予
算
化
し
て
い
る
。
サ
ル
の
捕
獲

で
は
国
の
補
助
金
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
大
型
捕
獲
お
り
を
阿
字
町

に
設
置
し
た
。
地
元
住
民
の
協
力
で
現
在
13
頭
の
捕
獲
実
績
が
あ
る
。

府
中
市
猟
友
会
の
捕
獲
隊
の
高
齢
化
も
あ
り
、
今
後
、
セ
ミ
ナ
ー
等
を

開
催
し
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
得
な
が
ら
捕
獲
隊
メ
ン

バ
ー
の
増
員
、
若
返
り
を
図
り
た
い
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
加
速
化
に
つ
い
て
、
取
り
組
み
と
市
長
の
決
意
を

伺
う
。

　
　

12
歳
以
上
65
歳
未
満
の
全
て
の
人
へ
接
種
券
を
7
月
上
旬
に
発
送

し
、
7
月
中
旬
か
ら
接
種
を
開
始
す
る
。
た
だ
し
、
予
約
は
基
礎

疾
患
の
あ
る
人
な
ど
を
優
先
し
、
60
歳
未
満
の
基
礎
疾
患
の
な
い
人
は

そ
の
後
で
予
約
を
受
け
付
け
る
。
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る
個
別

接
種
に
つ
い
て
は
現
在
調
整
中
で
あ
る
。

市
長　

65
歳
以
上
の
人
の
接
種
が
7
月
末
に
完
了
す
る
目
途
が
つ
い

た
。65
歳
未
満
の
約
2
万
人
に
つ
い
て
も
10
月
末
で
の
完
了
を
め
ざ
す
。

　
　

府
中
市
病
院
機
構
に
対
す
る
今
後
の
経
営
改
革
に
向
け
た
市
長
の

決
意
を
伺
う
。

　
　

病
院
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
市
の
財
政
に
も
関
わ
る
の
で
経
営
状

況
の
改
善
に
向
け
人
材
確
保
・
育
成
や
外
部
知
見
の
活
用
も
必
要

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
地
域
完
結
型
の
医
療
を
め
ざ
し
て
い
る
。
医
師

確
保
に
よ
り
機
能
が
充
実
し
た
整
形
外
科
や
外
科
、
内
科
の
診
療
科
目

を
中
心
に
経
営
状
況
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
へ
の
安
心
・
安

全
な
医
療
提
供
が
で
き
る
よ
う
府
中
市
病
院
機
構
と
力
を
合
わ
せ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

令
和
2
年
3
月
策
定
の
汚
水
処
理
施
設
整
備
構
想
で
は
、
下
水
道

整
備
区
域
に
今
後
30
年
で
下
水
道
を
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
が
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
以
降
25
年
間
の
整
備
予
定
が
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
い
つ
整
備
さ
れ
る
か
を
示
し
て
、
下
水
道
整
備
時
に
各
家
庭
の

協
力
を
得
や
す
く
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

確
定
し
た
計
画
で
は
な
い
が
現
段
階
の
概
略
に
つ
い
て
、概
ね
５

年
か
ら
10
年
程
度
の
枠
で
、大
ま
か
な
整
備
の
順
番
を
示
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
都
市
府
中
を
め
ざ
す
う
え
で
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
避
け
て
通

れ
な
い
。
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
の
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
率
的
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

市
民
の
皆
様
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
直
接
市

民
の
皆
様
の
声
や
、
地
域
社
会
の
現
実
を
観
察
し
、
そ
こ
か
ら
見
え
て

く
る
課
題
や
創
造
す
べ
き
価
値
を
実
現
す
る
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
と

考
え
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
、
快
適
で
活
力
の
あ
る
府
中
市

に
し
て
い
き
た
い
。

　
　

南
北
道
路
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

今
年
３
月
、広
島
県
と
用
地
事
務
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結
し
、

用
地
事
務
は
府
中
市
、
建
設
工
事
は
県
、
と
い
う
役
割
分
担
を
明

確
に
し
た
。
今
年
度
の
工
事
予
定
は
、
栗
柄
町
の
四
日
市
川
の
護
岸
工

事
、
国
道
４
８
６
号
の
交
差
点
改
良
工
事
、
芦
田
川
左
岸
の
橋
台
工
事

お
よ
び
新
扇
橋
の
工
事
に
着
手
す
る
。
用
地
買
収
も
引
き
続
き
進
め
、

県
は
早
期
完
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。

日本共産党

楢
なら

﨑
ざき

 征
まさ

途
みち

公
園
の
安
全
な
維
持
管
理

　
　

市
の
管
理
す
る
公
園
の
遊
具
が
壊
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
危
険

で
あ
る
。
市
の
公
園
は
い
く
つ
あ
っ
て
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て

い
る
か
。

　
　

土
木
課
が
管
理
し
て
い
る
公
園
は
92
か
所
あ
る
。
専
門
業
者
に
よ

る
遊
具
の
点
検
は
、
毎
年
度
、
又
は
２
～
３
年
に
１
度
行
っ
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
職
員
に
よ
る
点
検
も
行
っ
て
い
る
。
損
傷
な
ど
が
確
認

で
き
た
場
合
、
速
や
か
に
修
繕
を
行
う
。
ま
た
危
険
度
の
高
い
損
傷
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
使
用
禁
止
の
措
置
を
と
り
事
故
の
な
い
よ
う
に
心

掛
け
て
い
る
。

　
　

近
年
、
重
い
ラ
ン
ド
セ
ル
や
通
学
カ
バ
ン
が
児
童
・
生
徒
に
か
な

り
の
負
担
に
な
り
、
成
長
発
達
に
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

ど
の
よ
う
な
対
応
を
講
じ
る
か
。

　
　

平
成
30
年
の
教
育
委
員
会
か
ら
の
通
知
に
も
と
づ
い
て
、
携
行
品

の
持
ち
帰
り
を
軽
減
す
る
取
り
組
み
は
、
各
校
に
お
い
て
継
続
し

て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒
自
身
が
携
行
品

に
つ
い
て
選
び
取
る
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
教
育
も
学
校
と
協

議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
、
改
善
策
に
反
映
さ
せ
た
い
。

創生会

加
か

藤
とう

 吉
よし

秀
ひで

鳥
獣
被
害
対
策

Q  A   

創生会

本
ほん

谷
たに

 宏
ひろ

行
ゆき

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

Q  A   

創生会

田
た

邉
なべ

 　稔
みのる

（
地
方
独
立
行
政
法
人
）

府
中
市
病
院
機
構
の
経
営
改
革

Q  

A   

創生会

森
もり

川
かわ

 　稔
みのる

公
共
下
水
道
の
整
備
時
期

Q  A   

創生会

加
か

納
のう

 孝
たか

彦
ひこ

Ｄ
Ｘ
推
進

Q  A   

創生会

橘
きっ

髙
たか

 尚
なお

裕
ひろ

南
北
道
路
の
進
捗

Q  A   Q  A   

日本共産党

岡
おか

田
だ

 隆
たか

行
ゆき

児
童
・
生
徒
の
重
い
ラ
ン
ド
セ
ル
、

通
学
カ
バ
ン
の
改
善

Q  A   

６
月
17
日
、
18
日　

13
人
の
議
員
が

市
政
を
問
う
！

一
般
質
問

&
A

Q   



　
　

経
済
的
困
窮
に
よ
り
必
要
な
生
理
用
品
が
買
え
な
い
方
が
、
５
人

に
１
人
と
の
報
告
が
あ
る
。
女
性
の
心
身
の
健
康
に
大
き
な
問
題

で
あ
り
、
市
と
し
て
緊
急
配
布
を
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
今
後
、

学
校
や
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
へ
の
継
続
的
な
無
償
配
置
は
で
き
な
い
か
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
支
援
と
し
て
、
生
理
用
品
の
無
料
配
布
を
お
こ
な

い
た
い
。
今
後
の
継
続
的
な
無
料
配
布
に
つ
い
て
は
、
検
証
や
状

況
分
析
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、
必
要
な
ら
検
討
を
し
た
い
。

　
　

本
庁
舎
前
に
思
い
や
り
駐
車
場

（
障
が
い
者
等
用
）
が
３
台
分
あ

る
が
、そ
の
内
２
台
に
は
屋
根
が
な
く
、

屋
根
を
設
置
し
利
用
者
へ
の
満
足
度
を

高
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
状
２
台
分
の
ス
ペ
ー
ス
に
は
屋

根
が
な
い
が
、
利
用
状
況
や
声
を

伺
い
、
ス
ロ
ー
プ
や
屋
根
の
設
置
に
つ

い
て
検
討
を
し
た
い
。

　
　

県
は
、「
安
心
▽
誇
り
▽
挑
戦
ひ
ろ
し
ま
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
、
教
育

指
標
の
一
つ
に
「
全
国
学
力
テ
ス
ト
正
答
率
40
％
未
満
の
児
童
・

生
徒
の
割
合
を
、
10
％
以
下
に
す
る
。」
と
あ
る
が
、
市
と
し
て
の
今

後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　

授
業
改
善
を
す
る
な
か
で
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
応
じ
た
学

力
形
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
基
本
と
な
る
。
そ
の
う
え
で
、
学

力
が
十
分
に
つ
い
て
い
な
い
、
特
に
低
学
年
期
か
ら
の
子
ど
も
に
対
し

て
重
点
的
に
支
援
し
て
い
く
取
り
組
み
を
拡
大
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　

安
心
・
安
全
で
安
定
し
た
水
供
給
が
欠
か
せ
な
い
。
広
島
県
と
各

市
町
に
よ
る
広
域
企
業
団
が
設
立
予
定
だ
が
、
上
下
世
羅
間
・
府

中
福
山
間
の
緊
急
連
絡
管
の
接
続
計
画
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
料
金
や

民
営
化
の
見
込
み
に
つ
い
て
の
協
議
状
況
を
伺
う
。

　
　

緊
急
連
絡
管
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
水
源
な
ど
の
余
力
が
な
く
近

接
管
路
の
口
径
が
小
さ
く
不
十
分
な
た
め
、
現
時
点
で
計
画
は
な

い
。
料
金
は
当
分
現
行
を
維
持
し
、
10
年
後
を
目
途
に
再
検
討
す
る
。

民
営
化
に
つ
い
て
は
今
ま
で
協
議
し
た
こ
と
は
な
い
。

　
　

府
中
市
民
病
院
の
再
編
統
合
問
題
の
現
在
と
府
中
北
市
民
病
院
の

存
続
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
現
在
の
と
こ
ろ
急
性
期
病
床
の
削
減
問
題
は
福

山
府
中
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
で
も
具
体
的
な
話
は
出
て
い
な

い
。
府
中
北
市
民
病
院
に
は
、
府
中
市
民
病
院
か
ら
１
名
を
派
遣
し
て

常
勤
医
師
３
名
体
制
を
維
持
。
看
護
師
も
病
院
機
構
で
採
用
し
府
中
北

市
民
病
院
に
配
属
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
な
ど
医
療
機
器
の
充
実

も
病
院
機
構
と
し
て
支
援
し
て
い
る
。
府
中
市
の
二
病
院
の
機
能
は
今

後
も
守
っ
て
行
く
。

公明党

大
おお

本
もと

千
ち

香
か

子
こ

生
理
用
品
の
無
料
配
布

Q  A   

公明党

加
か

島
しま

 広
ひろ

宣
のぶ

思
い
や
り
駐
車
場
の
整
備

Q  A   

市民クラブ

芝
しば

内
うち

 則
のり

明
あき

府
中
市
教
育

Q  A   

市民クラブ

土
ど

井
い

 基
もと

司
じ

水
道
事
業
広
域
化

Q  A   

市民クラブ

水
みず

田
た

 　豊
ゆたか

（
地
方
独
立
行
政
法
人
）

府
中
市
病
院
機
構
に
つ
い
て

Q  A   ・ 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
制
度
に

係
る
関
係
条
例
の
整
備
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

 

（
原
案
可
決
）

　
　

今
回
、
指
定
管
理
の
期
間
を

定
め
な
い
理
由
及
び
メ
リ
ッ

ト
は
何
か
。
併
せ
て
、
期
間
を
定

め
な
い
と
指
定
管
理
の
固
定
化

や
、
惰
性
的
な
活
動
に
な
っ
て
し

ま
う
懸
念
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た

総
務
文
教
委
員
会

Q  

心
配
は
ど
の
よ
う
に
払
拭
を
し
て

い
く
の
か
。

　
　

指
定
管
理
期
間
に
つ
い
て

は
、
あ
く
ま
で
５
年
間
を
ベ

ー
ス
と
し
て
考
え
て
い
る
。
例
え

ば
、
民
間
資
本
を
投
入
し
て
投
下

資
本
の
回
収
を
す
べ
き
施
設
が
あ

れ
ば
、
10
年
単
位
で
の
期
間
設
定

と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。逆
に
、

施
設
の
大
規
模
な
改
修
や
建
て
替

え
を
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ま
で
の
間
、
若
干
短
め
の
期
間

を
設
定
す
る
と
い
う
の
が
、
制
度

変
更
の
理
由
で
あ
る
。
固
定
化
の

懸
念
に
つ
い
て
は
、
我
々
と
指
定

事
業
者
の
間
で
、
チ
ェ
ッ
ク
を
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

　
　

指
定
管
理
で
あ
っ
た
も
の
を

指
定
管
理
に
し
な
い
と
し
た

場
合
、
今
ま
で
は
条
例
改
正
が
必

要
で
あ
っ
た
。

　

今
回
、規
定
を
見
直
す
こ
と
で
、

議
会
の
関
与
な
く
決
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
が
、
議
会
に
権
限
が
な

い
と
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
る
。

二
元
代
表
制
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

こ
の
３
年
間
、
小
野
市
長
に

な
っ
て
説
明
資
料
に
工
夫
を

凝
ら
し
、
議
会
と
も
議
論
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
思
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
十
分
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
今
回
の
議

案
や
部
課
設
置
条
例
に
し
て
も
、

全
て
が
執
行
部
へ
委
任
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

議
会
と
執
行
部
の
間
で
、
一
般

質
問
、
委
員
会
、
あ
る
い
は
そ
れ

以
外
の
機
会
を
活
用
し
な
が
ら
、

し
っ
か
り
議
論
を
し
て
い
き
た

い
。
決
し
て
議
会
軽
視
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
そ
う
い
う
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

・ 

令
和
３
年
度
府
中
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

　
　

公
民
館
活
動
の
活
発
化
や
、

地
域
に
よ
っ
て
社
会
教
育
の

格
差
を
な
く
す
意
味
に
お
い
て

も
、
推
進
員
が
必
要
で
あ
る
。
公

民
館
費
の
減
額
に
つ
い
て
は
、
そ

ち
ら
に
回
す
わ
け
に
は
い
か
な
い

の
か
。

　
　

公
民
館
活
動
推
進
員
を
配
置

し
て
い
な
い
公
民
館
は
、
諸

田
公
民
館
、
河
佐
公
民
館
、
中
央

公
民
館
の
３
館
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
諸
田
及
び
、
河
佐
公
民
館
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
社
会
教
育
活
動

に
対
す
る
活
動
補
助
金
を
交
付

し
、
地
域
や
公
民
館
利
用
者
の
皆

様
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。
公

民
館
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
及

び
生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
更

な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
現
在
、
公
民
館
活

動
推
進
員
未
配
置
の
公
民
館
を
含

め
、
人
員
体
制
の
在
り
方
に
つ
い

て
引
き
続
き
検
討
し
、
来
年
度
の

予
算
に
間
に
合
う
よ
う
に
整
理
し

て
い
き
た
い
。

AQ  A

予
算
特
別
委
員
会　

総
務
文
教
分
科
会

Q  A

委
員
会
で
の
審
議



討
論

議
案
第
44
号

令
和
３
年
度
府
中
市
一
般
会
計
補

正
予
算
案
（
第
２
号
）
専
決
処
分

の
承
認

�

日
本
共
産
党
　
岡
田
　
隆
行

　
「
移
動
支
援
チ
ケ
ッ
ト
配
布
事

業
」
に
つ
い
て
は
「
税
金
は
有
効

に
活
用
す
べ
き
だ
」「
必
要
の
な

い
人
が
多
い
」
と
の
市
民
か
ら
の

声
を
多
く
聞
く
。
こ
の
事
業
に
は

印
刷
費
、
通
信
費
も
７
０
０
万
円

に
上
る
。「
専
決
」
で
処
理
せ
ず

臨
時
議
会
を
開
き
十
分
論
議
し
、

よ
り
充
実
し
た
内
容
に
す
る
必
要

が
あ
っ
た
と
考
え
承
認
に
反
対
す

る
。

�

創
生
会
　
三
藤
　
　
毅

　

車
を
運
転
し
な
い
人
だ
け
で
よ

反
対
討
論

賛
成
討
論

・ 

府
中
市
手
数
料
条
例
及
び
府
中

市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て�（
原
案
可
決
）

　
　

新
旧
対
照
表
が
出
さ
れ
て
い

る
が
、
削
ら
れ
て
い
る
項
目

や
付
け
加
え
ら
れ
た
項
目
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

手
数
料
条
例
の
改
正
に
つ
い

て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

再
交
付
手
数
料
８
０
０
円
の
会
計

上
の
取
り
扱
い
が
変
わ
る
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
再
発

行
の
際
に
１
０
０
０
円
を
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
う
ち

２
０
０
円
は
暗
証
番
号
の
設
定
料

と
し
て
、
カ
ー
ド
の
発
行
元
で
あ

る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
に
送
金
し
て
お
り
、
８
０
０

円
は
カ
ー
ド
代
と
し
て
、
手
数
料

条
例
に
規
定
し
市
の
歳
入
に
入
れ

た
の
ち
、機
構
に
送
金
し
て
い
る
。

９
月
よ
り
全
額
を
機
構
と
の
委
託

契
約
に
基
づ
き
徴
収
し
、
歳
計
外

現
金
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な

る
た
め
、
今
回
、
手
数
料
条
例
か

ら
外
す
こ
と
と
な
っ
た
。
番
号
利

用
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い

て
は
、「
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
」
が

改
正
さ
れ
、
第
19
条
に
、「
勤
め

先
が
変
わ
っ
た
場
合
、
本
人
の
同

意
が
あ
れ
ば
、
従
前
の
勤
務
先
か

ら
新
し
い
勤
務
先
に
特
定
個
人
情

報
の
提
供
を
可
能
に
す
る
」
と
い

う
項
目
が
つ
け
加
え
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
引
用
号
数
が
変
わ
る
た

め
、
今
回
の
条
例
改
正
を
行
う
も

の
と
し
た
。

・ 

令
和
３
年
度
府
中
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

　
　

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
事
業
に
つ
い

て
、
対
象
世
帯
数
と
給
付
要
件
、

支
給
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

今
回
の
給
付
金
は
、
低
所
得

の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
対

象
児
童
１
人
に
つ
き
５
万
円
の
給

付
金
を
支
給
す
る
。
予
算
に
つ
い

て
は
、
５
７
０
名
分
を
計
上
し
て

い
る
。
府
中
市
の
令
和
３
年
２
月

時
点
の
児
童
手
当
受
給
対
象
児
童

は
、３
８
２
４
人
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
約
15
％
が
非
課
税
も
し

く
は
非
課
税
相
当
の
条
件
を
満
た

す
と
想
定
し
て
い
る
。
主
な
要
件

と
し
て
は
、
高
校
卒
業
と
な
る
18

歳
ま
で
の
児
童
を
養
育
す
る
世
帯

で
、
住
民
税
の
所
得
割
の
非
課
税

世
帯
が
対
象
と
な
る
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
家
計
が
急
変
し
、
非

課
税
相
当
の
収
入
と
な
っ
た
場
合

や
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

者
な
ど
も
対
象
と
な
る
。
な
お
、

こ
の
事
業
の
経
費
に
つ
い
て
は
、

全
額
国
の
負
担
と
な
る
。
ま
た
、

専
決
の
「
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特

別
給
付
金
」
の
受
給
者
は
、
今
回

の
給
付
金
の
対
象
に
は
な
ら
な

い
。
給
付
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

申
請
の
必
要
が
な
い
令
和
３
年
４

月
分
の
児
童
手
当
ま
た
は
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
の
う

ち
、
令
和
３
年
度
分
の
住
民
税
均

等
割
が
非
課
税
の
方
に
つ
い
て
、

７
月
末
に
支
給
す
る
予
定
と
し
て

い
る
。
申
請
が
必
要
な
16
歳
か
ら

18
歳
の
児
童
や
、
新
規
に
児
童
手

当
や
特
別
児
童
扶
養
手
当
が
認
定

と
な
る
児
童
、
ま
た
、
家
計
が
急

変
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
申
請

が
あ
り
次
第
、
随
時
認
定
ま
た
は

支
給
決
定
を
し
、
翌
月
支
給
す
る

予
定
と
し
て
い
る
。

・�
ｉ

－

ｃ
ｏ
ｒ
ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｕ

（
い
こ
ー
れ
ふ
ち
ゅ
う
）
の
設

置
及
び
管
理
条
例
の
制
定
に
つ

い
て�

（
原
案
可
決
）

　
　

ｉ

－

ｃ
ｏ
ｒ
ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｕ

（
い
こ
ー
れ
ふ
ち
ゅ
う
）
内

の
ネ
ウ
ボ
ラ
の
関
係
は
、
こ
の
条

例
の
ど
こ
に
位
置
づ
く
の
か

　
　

地
方
自
治
法
に
お
い
て
、
住

民
の
福
祉
を
増
進
す
る
目
的

を
も
っ
て
、
そ
の
利
用
に
供
す
る

た
め
の
施
設
で
あ
れ
ば
、
条
例
で

定
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
今
回
の
ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ
い
て

は
住
民
の
利
用
に
供
す
る
施
設
と

い
う
よ
り
は
、
各
課
の
事
務
分
掌

に
基
づ
く
必
要
な
事
務
を
処
理
す

る
た
め
の
施
設
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
方
自
治
法
に
規
定
す
る
公

の
施
設
に
は
該
当
し
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
今
回
の
条
例
に
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
ネ
ウ
ボ
ラ
の
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
事
務
処
理

上
の
実
施
要
綱
で
事
務
を
行
っ
て

い
る
。

　
　

第
17
条
の
特
別
な
設
備
と
あ

る
が
、
何
を
想
定
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
物
品
の
持
ち
込
み
の

電
気
代
は
使
用
料
に
明
記
さ
れ
て

い
な
い
が
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
大
型
の
ス

テ
ー
ジ
な
ど
を
搬
入
さ
れ
る

場
合
は
、
使
用
許
可
の
判
断
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
パ

ソ
コ
ン
な
ど
、
電
源
が
必
要
な
も

の
を
持
ち
込
ま
れ
る
と
思
う
が
、

こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
使
用
料
込
み

の
値
段
で
設
定
し
て
い
る
。

・ 

令
和
３
年
度
府
中
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

　

 「
飲
食
店
が
元
気
！
地
域
が
元

気
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
び
ん
ご

府
中
プ
レ
ミ
ア
ム
バ
ル
）」

　
　

府
中
の
は
し
ご
酒
と
の
違
い

は
何
か
。
ま
た
、
特
徴
的
な

内
容
は
何
か
。

　
　

府
中
の
は
し
ご
酒
は
、
開
催

日
は
１
日
の
み
で
、
夜
間
の

み
の
形
で
あ
っ
た
。
利
用
す
る
店

舗
は
事
務
局
が
あ
ら
か
じ
め
決
定

し
、
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
た
。
今
回
の
、
び
ん
ご
府

中
プ
レ
ミ
ア
ム
バ
ル
は
、
期
間
は

厚
生
委
員
会

Q  A

予
算
特
別
委
員
会　

厚
生
分
科
会

Q  A

 

建
設
委
員
会

Q  A

Q  A予
算
特
別
委
員
会　

建
設
分
科
会

Q  A

10
日
間
を
設
定
し
、
各
自
利
用
し

た
い
お
店
を
利
用
で
き
る
よ
う
な

形
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
各
店
舗
の
判
断
に
よ
る
が
、

夜
だ
け
で
な
く
、
朝
・
昼
で
の
利

用
も
ご
協
力
い
た
だ
け
る
な
ら
、

利
用
の
対
象
に
さ
せ
て
い
た
だ

く
。期
間
を
長
く
と
っ
た
こ
と
は
、

各
自
任
意
で
お
店
を
選
択
で
き
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、
３
密

を
緩
和
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

 「（
仮
称
）
泊
り
に
ゃ
あ
備
後

府
中
（
府
中
市
宿
泊
事
業
者
支

援
事
業
）」

　
　

市
内
の
宿
泊
事
業
者
に
割
り

振
り
し
て
支
援
が
均
等
に
行

き
わ
た
る
よ
う
に
す
る
の
か
、
若

し
く
は
、
早
い
も
の
勝
ち
の
支
援

な
の
か
。
ま
た
、
事
業
終
期
を
令

和
３
年
12
月
31
日
と
し
て
い
る

が
、事
業
開
始
時
期
に
よ
っ
て
は
、

終
期
の
延
長
を
考
え
ら
れ
て
い
る

の
か
。

　
　

宿
泊
事
業
者
へ
の
割
振
り
額

に
つ
い
て
は
、
市
観
光
課
に

お
い
て
、
令
和
２
年
度
の
宿
泊
者

の
実
績
に
基
づ
き
、
予
算
総
額
の

範
囲
内
で
施
設
の
収
容
人
数
の
規

模
に
応
じ
て
割
振
額
を
決
定
す

る
。
こ
れ
を
も
っ
て
施
設
ご
と
の

補
助
金
の
上
限
額
と
考
え
て
い

る
。
事
業
終
期
は
、
基
本
的
に
令

和
３
年
12
月
31
日
を
想
定
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
蔓
延
に
よ
り
、
事
業

期
間
が
著
し
く
短
く
な
る
場
合
な

ど
に
は
、
終
期
を
延
長
す
る
場
合

も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
る
。

Q  

A



令和2年度政務活動費の報告

会派 人数 支給額(円) 使用額計(円) 項目 使用額
(円) 内容 効果

創
生
会

13人 1,560,000
1,109,582

研究研修費 292,240 広島県庁等へ研修
旅費

・県庁にてＧＩＧＡスクール構想と新型コロナウィルス対策について研
修を受けた。ＧＩＧＡスクール構想については、端末及び通信料の考
えについて大変参考となった。

オンライン研修会
経費

・コロナ禍で現地視察ができない中、議会ＢＣＰについて大津市議会事
務局よりＺＯＯＭによるオンライン研修を受けた。また、関東学院大
学の教授より、議会力=議会改革力についてオンラインセミナーを受
け、特に政策決定の可視化についての知見を深めることができた。

資料購入費 241,162�書籍・資料購入費 ・日経グローカルの定期購読、会派員のスキルアップのための研修動画
購入、ビデオ研修を実施し会派のレベル向上に活かす。

広報費 576,180 創生会通信　4回
発行

・会派としての議会報告を中心に市民への情報発信を目的とし創生会通
信を全4回発行した。

-450,418�（返還額）

市
民
ク
ラ
ブ

3人 360,000
117,458 広報費 117,458 市民クラブニュー

ス印刷代・折込料
・会派で行った調査研究、議会活動及び市の政策等について、広報誌に
より、幅広く市民に報告することができた。

-242,542�（返還額）

公
明
党

2人 240,000
63,000

研究研修費 30,000「選択的夫婦別姓」
研修会

・府中市役所に講師を招き、選択的夫婦別姓制度の研修会を行った。当
事者の生の声を伺う機会を得ることができ知見を深められた。

資料購入費 33,000 日本教育新聞購読 ・新たな時代に対応する学校運営や先進的な教育実践例など、他市の取
り組みを知ることができた。

-177,000�（返還額）

日
本
共
産
党

2人

240,000

（12,340）
会派活動費

252,340

資料購入費 5,170 生活保護手帳2020
年版他

・最新の生活保護関係法令及び通知などを知り、生活保護実施のポイン
トを理解できた。

広報費 247,170 議会報告印刷費、
新聞折り込み代等

・この1年、各定例議会の内容を分かりやすくまとめて広く知らせてい
く取り組みを進めてきた。各定例会の後、「議会報告・たんぽぽ」を
発行し、多くの市民の皆様から市政に対するご意見や会派に対するご
要望を聴かせて頂くことができた。

○詳細は府中市ホームページにも掲載しています。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
最

優
先
課
題
で
あ
り
、
速
や
か
に
、
ま
た
ス
ム
ー
ズ
に
接
種
が
完
了
す
る

よ
う
、
体
制
を
強
化
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
旨
を
市
議
会
か

ら
市
長
へ
要
望
し
ま
し
た
。

　
「
市
に
ネ
ッ
ト
予
約
の
窓
口
を
開
設
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
多
く
の

高
齢
者
か
ら
の
声
を
受
け
、
議
会
が
市
に
要
望
し
た
結
果
、
予
約
窓
口

を
開
設
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
５
月
29
日
（
土
）
と
30
日
（
日
）、

お
よ
び
６
月
12
日
（
土
）
に
議
員
も
予
約
業
務
に
参
加
し
ま
し
た
。

上下町民会館会場

TAM（生涯学習センター）会場（府中ニュース速報提供）

い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
し
か
し

車
を
運
転
す
る
人
で
も
、
副
反
応

の
対
応
を
考
え
、
あ
え
て
接
種
会

場
に
は
タ
ク
シ
ー
で
行
き
た
い
と

い
う
人
も
い
る
。
今
は
ス
ピ
ー
ド

感
が
求
め
ら
れ
る
時
、
こ
の
支
援

策
に
よ
り
少
し
で
も
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
不
安
と
リ
ス
ク
が
軽
減
で
き

る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

�

公
明
党
　
大
本
千
香
子

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
へ
の
移
動

手
段
に
困
っ
て
い
る
高
齢
者
へ
の

支
援
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
利
用

期
間
が
来
年
２
月
末
ま
で
と
さ

れ
、
コ
ロ
ナ
後
の
外
出
支
援
や
経

済
活
動
支
援
に
な
る
こ
と
な
ど
市

民
へ
の
チ
ケ
ッ
ト
活
用
の
わ
か
り

や
す
い
広
報
に
努
め
ら
れ
る
こ
と

を
付
し
て
賛
成
す
る
。

�

市
民
ク
ラ
ブ
　
水
田
　
　
豊

　

65
歳
以
上
の
人
全
員
に
配
布
す

る
こ
と
に
市
民
の
批
判
が
あ
る
。

「
私
は
一
人
で
行
け
る
、
チ
ケ
ッ

ト
は
必
要
な
い
」「
税
金
の
無
駄

遣
い
を
す
る
な
、
他
に
必
要
な
こ

と
に
使
っ
て
欲
し
い
」
と
言
わ
れ

て
い
る
。
市
政
に
対
す
る
健
全
な

批
判
精
神
の
現
れ
だ
と
思
う
。
交

通
弱
者
に
対
す
る
支
援
は
必
要
で

あ
る
の
で
賛
成
は
す
る
が
、
市
民

の
声
に
も
謙
虚
に
耳
を
傾
け
て
ほ

し
い
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

議員によるワクチン接種予約の支援活動 市議会から市長への緊急要望書を提出
� 令和３年６月４日
府中市長　小野　申人　様
� 府中市議会議長　棗�田　澄�子

新型コロナウイルスワクチン接種に関する緊急要望
　新型コロナウイルス感染症の爆発的な拡大に伴い、広島県の緊急事態宣言
は６月20日まで延長された。これにより飲食店や大規模施設への休業・時短要
請、市民への外出や移動範囲の限定等の要請により、市民生活、経済活動、
社会活動への深刻な影響が続いている。
　ワクチン接種の推進は、健康推進課ワクチン接種推進チームを中心に会場
準備、接種案内、予約受付、医療従事者確保、県との連携等短期間で進められ
てきた。
　不確定要素の多い情報で混乱する中、困難とも思える国から示された期限ま
でに接種完了を目指し、丁寧に準備を進め、現在のワクチン接種が大きな混乱
を来すことなく実施されていることに敬意と感謝を表するものである。
　今後は16歳から64歳まで接種対象が拡大され、府中市では約１万８千人が
その対象となり、かつ職域や学校、有基礎疾患者等に細分化され、接種対応も
訪問型、個別型、企業等様々な対応が予想される。さらに今後は広域連携やワ
クチンの種類も複数投入されることもあり、現在の接種体制では対応が更に厳
しくなると考える。
　一日も早い感染症の抑え込みが必要とされる中、希望される府中市民全員へ
のワクチン接種完了は、最重要の感染症対策であり、現在の府中市政の最優
先課題である。
　よって府中市ワクチン接種に関し、次のとおり対応されるよう要望する。

１　65歳未満のワクチン接種が全国的に加速されつつある中、喫緊の課題
である65歳以上の高齢者のワクチン接種については、７月末完了に向け
て全力で取り組まれたい。

２　市民へのワクチン接種に向けて、全庁的に取り組めるよう体制強化を早
急に図られたい。

３　介護施設職員、教職員等教育関係者、保育士、放課後児童クラブ支援
員、ワクチン接種会場職員等、接触を避けられない職種の方の優先接種を
条件が整えば速やかに実施されたい。

４　在宅看護・介護者への優先接種を検討されたい。
５　市民の不安解消のため、ワクチン接種に関する情報について、タイムリー
で分かりやすく発信されたい。

６　接種予約が取りやすい環境、体制整備を拡充されたい。



議会の動き（４～６月）

4月6日� 建設委員会（所管事務調査）
4月7日� 議会運営委員会（所管事務調査）
4月7日� 総務文教委員会（所管事務調査）
4月7日� 厚生委員会（所管事務調査）
4月15日� 広報広聴特別委員会（編集作業等）
4月22日� 総務文教委員会（所管事務調査）
4月28日� 賑わいづくり特別委員会
4月28日� 厚生委員会（所管事務調査）
5月7日� 建設委員会（所管事務調査）
5月7日� 賑わいづくり特別委員会
5月12日� 議員研修会（オンライン研修）
5月14日� 全員協議会（執行部説明）
5月14日� 議会運営委員会（定例会の運営）
5月14日� 建設委員会（所管事務調査）
5月18日� 総務文教委員会
5月20日� 厚生委員会（所管事務調査）
5月20日� 賑わいづくり特別委員会
5月26日� 厚生委員会（オンライン研修）
5月28日� 議会運営委員会
6月1日� 賑わいづくり特別委員会
6月8日� 議会運営委員会（定例会の運営）
6月14日～6月29日　6月定例会
6月18日� 議会運営委員会（定例会の運営）
6月22日� 総務文教委員会、分科会（議案の審査）
6月23日� 厚生委員会、分科会（議案の審査）
6月24日� 建設委員会、分科会（議案の審査）
6月25日� 議会運営委員会（定例会の運営）
6月29日� 広報広聴特別委員会（編集作業等）

　

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
共
存
し
な
が
ら
半
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
感
染
対
策
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
75
歳
以
上
の
高
齢
者
か
ら
始
ま

り
、
順
次
対
象
範
囲
も
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
の
感
染
症
の
歴
史
を
み
る

と
、
１
８
７
９
年
（
明
治
12
年
）
に

コ
レ
ラ
の
感
染
者
が
16
万
人
を
超

え
、
死
者
も
10
万
人
を
超
え
る
状
況

と
な
り
、
府
中
市
（
旧
芦あ
し

田だ

郡ぐ
ん

府ふ

中ち
ゅ
う

市い
ち

村む
ら
）に
も
猛
威
を
振
る
い
ま
し
た
。

当
時
19
歳
よ
り
府
中
市
に
お
い
て
父

の
後
を
継
ぎ
、
医
業
を
行
っ
て
い
た

「
藤ふ
じ

野の

昌し
ょ
う

言げ
ん

」
は
、
貧
し
い
時
代
に

困
窮
し
て
い
た
人
か
ら
治
療
費
を
受

け
取
ら
ず
、
ま
た
、
多
く
の
医
者
が

コ
レ
ラ
の
感
染
を
恐
れ
る
中
、
敢か
ん

然ぜ
ん

と
し
て
患
者
の
治
療
を
行
い
、
48
歳

に
は
自
ら
も
コ
レ
ラ
に
感
染
し
、
献

身
的
な
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

毎
年
10
月
６
日
に
「
藤
野
昌
言
先
生

の
遺
徳
を
偲
ぶ
会
」
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
流
行
し
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
い

て
も
、
日
夜
感
染
症
の
リ
ス
ク
を
抱

え
な
が
ら
治
療
を
行
い
、
ま
た
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
対
し
て
も
休
日
を
返
上

し
尽
力
頂
い
て
い
る
医
療
関
係
者
の

皆
様
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

 

（
広
瀬
）

編
集
後
記

6月議会での各議員の議決結果� （賛否が分かれたもの、主なもののみ掲載しています。詳細は府中市ホームページをご覧ください）

（－議長は採決に加わらず、欠は欠席、×は反対、○は賛成、棄は棄権、除は除斥・・・本人等に関わる議案については審議に参加できないこと）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　� 議員名

議案名

棗
田　

澄
子

芝
内　

則
明

福
田　
　

勉

森
川　
　

稔

広
瀬　

和
彦

安
友　

正
章

岡
田　

隆
行

楢
﨑　

征
途

土
井　

基
司

水
田　
　

豊

加
納　

孝
彦

山
口　

康
治

本
谷　

宏
行

三
藤　
　

毅

加
島　

広
宣

大
本
千
香
子

田
邉　
　

稔

橘
髙　

尚
裕

加
藤　

吉
秀

丸
山　

茂
美

専 決 専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度府中市一般会計補正予算（第２号） － ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条 例 i-coreFUCHU（いこーれふちゅう）の設置及び管理条例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条 例 府中市予防接種健康被害調査委員会条例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

予 算 令和３年度府中市一般会計補正予算（第３号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

予 算 令和３年度府中市一般会計補正予算（第4号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

事 件 （仮称）上下地域包括ケア拠点施設改修工事請負契約の締結について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　５月12日に議員研修会を行いました。
　研修会は「政策サイクルについて」と題して、大正大学
社会共生学部の江藤俊昭教授から講義を受けました。研修
方法はＩＣＴ技術による遠隔地からのオンライン研修で、
議会から政策提言を行う重要性などについて、わかりやす
く説明いただきました。

議員研修会の実施

議
会
だ
よ
り
へ
の

ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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府中市役所４階第一委員会室にて


